
 

 教育長は「共同調理場方式のメリットを生かしながら、経済的で合理

的な運営を図り、安心安全な学校給食の提供に努めてまいりたい」と答

えました。 

 最後に井之川議員は、給食費の無料化実施を求めました。 

 教育長は、「一部県内で、比較的児童・生徒数が少ない町村などで無

料化を実施している例はありますが、 

財政状況が厳しい中、児童生徒数が多 

い本市での実施は非常に難しいと考え 

ております」と財政的な面で無料化は 

できないと答えました。 
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井之川博幸議員活動地域版部内資料 

 ２０１３核兵器廃絶平和大

行進が利根沼田実行委員会主

催で、７日に利根沼田網の目

コース、１０日に沼田市役所

から渋川市役所までの本コー

スで実施されました。 

       引き続き６月議会での井之川博幸議員の一般質問の内容

を報告します。井之川議員は、少子高齢化・人口減少自治体

の典型的な沼田市では、その克服として「思い切った施策」

が必要であり、教育部面でも実施してほしいと要求し、学校

給食の関係で、まず給食食材の地元産品の使用の現状につい

て質疑し、いっそうの拡充を求めました。 

       教育長は、「平成２４年度の県内産の使用率は、重量ベー

スで４２．５０パーセント、対前年比４．１４パーセントの上昇であり、

沼田産の使用率は、２３．５１パーセントで、対前年比５．９０パーセン

トの上昇です。引き続き、安全性に留意しながら、良質な地元産の食材の

活用に努めてまいりたい」と答えました。 

 つづいて井之川議員は、給食食材の放射能汚染検査の現状について質疑

し、いっそうの拡充を求めました。 

 教育長は、「３調理場でそれぞれ月２回、調理済み検査を行うとともに、

地元産食材などで可能なものは一部事前検査も実施している」「今後も引

き続き、両検査を併用し、給食の安全性確保に努めてまいりたい」と答え

ました。 

 つづいて井之川議員は、２年前に実施された沼田調理場の民間委託の現

状と問題点について質疑しました。 

 教育長は、「調理業務の民間委託による学校給 

食への影響等について、各学校等を対象に『学校 

給食に関するアンケート』を実施しましたが、特 

に民間委託への否定的な意見はありません」と答 

えました。また、「より質の高い、安心安全な給 

食の提供に努めてまいりたい」と答えました。 

   

 

 つづいて井之川議員は、「食育」の前進のために(調理場を)「センター

方式」から「自校方式」に転換させることを求めました。(右下段へ続く) 

  
 

 

 

井之川博幸市議 

 

 

 
沼田から渋川に向かう平和行進パレード隊 

 星野市長は、６月議会最終日に追加議案として、市長など特別職及び

一般職員の給与を引き下げる議案を提案しました。これを受けて議員も

報酬引き下げ議案を自ら提案し、可決されました。 

 日本共産党市議団は、安倍政権が地方公務員の給与を引き下げるとし

て、地方本来の財源である地方交付税を強行的に削減したことが原因と

して、地方自治を国が支配するようなやり方は、違憲・違法であり、今

回のようなやり方には従わないよう、また景気回復に逆行するとして、

一般職員給与の引き下げには反対しました。 


